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環境影響評価の実施にあたっては、事業内容及び地域特性を考慮し、方法書に記載さ

れた事項に加え、以下に示す事項に留意する必要がある。 

 

２ 個別的事項 

(1) 事業計画 

事業者は都市計画提案制度を活用して事業を行うとしていることから、予定してい

る都市計画提案の内容について準備書に記載する必要がある。 

 

(2) 環境影響評価項目 

ア  工事中 

(ｱ)  植物・動物 

     工事中においても、水生生物の生息環境が保全されるように施工計画を検討し、

準備書に記載する必要がある。 

(ｲ) 安全 

大規模な地形改変を予定していることから、計画地の地質構造全般について調

査し、結果を準備書に記載する必要がある。 

イ 存在・供用時 

(ｱ) 水象 

事業の実施により影響を受ける、いたち川支流（瀬上沢）において、水質、流

量、流速の調査を行い、結果を準備書に記載する必要がある。 

(ｲ) 植物・動物 

ａ 水生生物の生息には水の流速や流量も影響することから、河川の流速等も考

慮し、水生生物の生息環境が保全されるような水路・護岸の構造を検討し、準

備書に記載する必要がある。 

ｂ 河川流域の緑地や斜面の状態が水環境に大きな影響を及ぼすことから、特に

水路に沿った斜面の植栽について、水環境や動物の生息環境の保全の観点から

十分に検討する必要がある。 

ｃ 造成法面の緑化については、在来種を用いて、周辺環境と調和し、斜面を早

期に安定させるような手法を検討のうえ、結果を準備書に記載する必要がある。 

ｄ 造成予定地にある大径木や貴重な植物については可能な限り保存するよう

努め、保存できない場合は、生育条件に配慮した移植等の保全対策を検討する

必要がある。 

ｅ ホタルは計画地及びその周辺に数多く生息し、多くの市民に親しまれている

ことから、専門家の意見を十分に聴いたうえで保全対策を検討し、準備書に記

載する必要がある。 
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ｆ 絶滅危惧種の猛禽（きん）類の調査については、今営巣期の調査結果を当審

査会の「希少な猛禽（きん）類の保全対策に関する部会」に報告する必要があ

る。当審査会はその調査結果について審議した後、必要な措置について別途指

摘する。 

(ｳ) 地域社会 

ａ 都市計画道路舞岡上郷線と、環状３号線及び環状４号線の交差点部の交通混

雑については、現実に渋滞が発生していると考えられることから、現地で渋滞

状況を調査し、需要交通量を把握したうえで、対策を検討し、結果を準備書に

記載する必要がある。 

ｂ 交差点飽和度の評価に用いる飽和交通流率の算定にあたっては、現地で実測

調査を行う必要がある。 

(ｴ) 景観 

ａ 計画地の特性である谷戸の景観が大きく変化することが考えられることか      

ら、上郷高校南東側から瀬上市民の森に続く谷戸周辺の景観の変化について予

測し、結果を準備書に記載する必要がある。 

ｂ 計画地北側に接する港南台九丁目方面の適切な地点からの景観の変化につ

いて予測し、結果を準備書に記載する必要がある。 

(ｵ) 文化財 

   文化財について、施設の存在・供用時の環境影響評価項目に選定し、調査記録

の実施及び周辺環境との一体的な保全、適切な活用について検討し、結果を準備

書に記載する必要がある。 

 

(3) 環境影響配慮項目 

ア 存在・供用時 

(ｱ) 光害 

家屋の明かりや街灯の光が、昆虫類・鳥類などの生物に対して影響を及ぼすと

考えられることから、光の影響について調査し、準備書に記載する必要がある。 
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■ 横浜市環境影響評価条例に基づく手続経過 

平成 18 年２月 10 日 事業者は方法書及び方法書周知計画書を提出 

平成 18 年２月 24 日 市長は方法書の提出を受けた旨市報公告※し、方法書の写しの縦覧

を開始（４月 10 日まで 45 日間） 

縦覧場所 環境創造局、港南区役所、栄区役所 

縦覧者数 50 名 

意見書数 414 通 

平成 18 年２月 24 日 事業者は対象地域内に方法書の概要を周知（新聞５紙に折込みにて

配布、配布枚数：約 37,500 枚） 

平成 18 年２月 27 日 環境影響評価審査会 

市長は方法書に係る調査審議について審査会に諮問 

事業者説明（方法書）及び審議 

平成 18 年３月６日 環境影響評価審査会 

事業者説明及び質疑 

事務局説明（都市計画提案制度について) 及び審議 

平成 18 年３月７日 環境影響評価審査会「希少な猛禽類の保全対策に関する部会」 

事業者説明（方法書、調査計画書）及び審議 

平成 18 年３月 14 日 環境影響評価審査会「希少な猛禽類の保全対策に関する部会」 

事務局説明（部会報告案）及び審議 

平成 18 年３月 27 日 環境影響評価審査会 

部会長、事務局説明（部会報告) 及び質疑 

平成 18 年４月 12 日 環境影響評価審査会 

事務局説明（意見書の整理状況他) 及び審議 

平成 18 年６月９日 環境影響評価審査会 

事業者説明（意見の概要と事業者見解) 及び審議 

平成 18 年７月 13 日 環境影響評価審査会「希少な猛禽類の保全対策に関する部会」 

事業者説明（中間報告）及び質疑 

事務局説明（部会報告案）及び審議 

平成 18 年７月 19 日 環境影響評価審査会 

部会長、事務局説明（部会報告) 及び質疑 

事務局説明（検討事項一覧）及び審議 

平成 18 年７月 25 日 環境影響評価審査会 

事務局説明（答申案）及び審議 

※ その他、広報よこはまお知らせ欄への掲載、新聞広告（日刊３紙）及び本市ホームペ

ージへの掲載により周知 
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■ 事業者が当審査会に提出した資料 

１ （仮称）上郷開発事業環境影響評価方法書に対する意見の概要及び事業者の見解 

■ 事業者が希少な猛禽類の保全対策に関する部会に提出した資料 

１ （仮称）上郷開発事業オオタカ生態調査 調査計画書（平成 18 年３月） 

２ （仮称）上郷開発事業オオタカ生態調査 中間報告書（平成 18 年４月） 

３ （仮称）上郷開発事業オオタカ生態調査 中間報告書（平成 18 年７月） 

 

■ 横浜市環境影響評価審査会委員 

赤 羽 弘 和 

◎ 猪 狩 庸 祐 

  小 沢 弘 子 

工 藤 信 之 

○ 猿 田 勝 美 

谷  和 夫 

田 丸 重 彦 

田 村 美 幸 

土 井 陸 雄 

野 知 啓 子 

葉 山 嘉 一（専門委員） 

広 谷 浩 子 

藤 原 一 繪 

柳 澤 紀 夫（専門委員） 

横 山 長 之 

◎ 会長  ○ 副会長  五十音順 敬称略 

■ 希少な猛禽類の保全対策に関する部会委員 

○ 猿 田 勝 美 

   葉 山 嘉 一（専門委員） 

   柳 澤 紀 夫（専門委員） 

○ 部会長 




